
    年  月   日  週目 主日礼拝      霊的戦               
       旧約聖書 中 多 記録          旧約聖書 祝福   存在    神様 絶対目標 向   歩    知     神様 絶対目標 分   

  大切       信仰生活 旅程    神様 人   向     旅程    自分    向    分   信仰生活 楽    明確 目標   人 用   

  正確 目標     正確 信仰生活     目標 持      動機 大切    福音   動機         福音的 動機 目標     徹底的 分  

           神様 大  用     

1.ダビデの人生 2.サミットの旅程 3.お祈り
▲ダビデの人生とはどのような人生であったのか。

1)神殿建築―Ⅱサム 5:6-7
(1)ダビデは王になってエルサレムに住んでいるエブス人を追い出した。
(2)エルサレムに首都をしたのことは、神殿建築をするため。
(3)エルサレムをダビデの町にするようにした。

2)契約の箱―Ⅱサム 6:15
(1)神殿建築のために、ダビデは契約の箱を移すようにした。
(2)契約の箱はキリストである。
(3)神殿建築をしてサタンの国を踏み砕き神の国を建てる目標を持ってた
―神様の絶対目標である。

(4)女の子孫がサタンの頭を踏み砕く―創 3:15
・サタンの奴隷であるので、偶像崇拝をして苦しみを受けるしかない。

・罪、呪い、災いの運命の中で苦しみが来るしかない。

・運命から抜け出せるようにキリストの約束を与えてくださった。

・キリストがサタンの頭を打ち砕く約束を与えた。

・サタンの頭を踏み砕くためにエルサレムの神殿を建てた。

(5)サタンの頭を踏み砕くキリストが来られる(創 22:17)。
3)サタンを踏み砕く神殿建築―Ⅱサム 7:16
(1)ダビデはサタンの頭を踏み砕くことを固く掴んでいた。
―サタンの頭を踏み砕くために神殿建築をする契約を握った。

(2)神様の絶対目標を掴んだダビデに、神様は「あなたの王国とは、わた
しの前にとこしえまでも続く。」と言われた。

(3)ダビデは、サタンを打ち砕くことに情念があった。
―日本に働くサタンを打ち砕くことは神様の絶対的な計画である。

(4)サタンを踏み砕くことに全力になるかどうかが重要である。
4)姦淫の過ち―Ⅱサム 11章
(1)ダビデが戦場にいくべきなのに怠けをして行かずにいる時に、
バテ・シェバと姦淫を犯した。またバテ・シェバの夫を殺してしまう。

(2)肉的な事を通して騙され、本来の神様の願いを出来ないようにさせた。
5)人口調査の過ち―Ⅱサム 24:
(1)ダビデが人口調査をした―ダビデの失敗
(2)サタンの国を打ち砕く神殿建築を早くするべきなのに、それを置いて
おいて、自分のことを誇ることを優先した―イスラエルに災いが下る。

(3)自分の過ちを悔い改めて神殿建築にオールインをするようになった。
(4)Ⅱサム 24:24-25：災いの中で、ダビデは、アラウナのうち場を買い、
全焼の生贄を捧げるようになった。その時から災いが終わった。

※サタンを踏み砕く神殿建築の準備を進めた時に、すべての問題が終わる

ようになった。

▲ダビデは神様が共にいたから素晴らしく用いられた。し

かし、私達はキリストと完全に一つになった。

○私達は、キリストである神の子と同じ値打ちになった。

この値打ちになった恵みは、私達がキリストと一つにな

ったためである。連合した恵みである。

1)キリストと一つ(連合)―ヨハ 14:20
(1)私達はキリストと一つになった。
(2)キリストが私の内におり、私がキリストの内にいる。

2)キリストとつながる―ヨハ 15:5
(1)主はぶどうの木で、私達は枝である。
(2)キリストにつながってさえいれば、実が結ばれる。

3)キリストが私の内にいる―1ヨハ 4:13
(1)聖霊様が私達の内に宿られるようになった。
(2)キリストが私におり、私達がキリストの内にいる。
(3)神様が私の内に入っておられる。

4)私はキリストと共に十字架につけられた―ガラ 2:20
(1)キリストが主人になるべき―平安がくる。
(2)私達は、主人にすべて任せるように。
(3)私はキリストと共に十字架につけられた。
―内面がイエス様と同じである。

5)ローマ 8:29(御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定めら
れたからです。それは、御子が多くの兄弟たちの中で長

子となられるためです。)
(1)御座：キリストが神の御座に座っている。
―私も天の御座に座っている。

(2)命：キリストに永遠の命がある。
―私も永遠の命を持っている。

(3)義：キリストは義である。
―私も完全な義とされた。

(4)身分：イエスが神の子の身分である。
―私も神様の子供の身分を持っている。

(5)力：キリストが全能の力を持っている。
―私も全能の力を持って現場に出る(悪霊を追い出す)。
(6)人格：キリストは完全な人格である。
―私も完全な人格を持っている。

(7)使命：キリストは悪魔の国を踏み砕き神の国を建てる。
―私もサタンを砕き神の国をたてる使命を持つ。

(8)旅程：キリストの旅程が私の旅程である。

▲私達が時間ごとに霊的な事実を祈るべき。

1)定時の祈り―ダニ 6:10
(1)定時の祈り―時間を決めて祈るように。
(2)神様から頂いているものを感謝して祈る。
(3)祈りのポイントは集中することである。
(4)イエス様が私の内におられ、私がイエス様
の内にいる。

(5)キリストと連合したことを味わうように。
(6)悪魔は祈りをできないように,心配,思い患
い、情欲を与えて集中できなようにする。

2)聖霊によって祈るように。
3)いつも喜び、感謝して祈る(1テサ 5:16-17)
4)癒し―マル 16:16-17
(1)キリストが私の内に入っていることに集中
して祈りをするように。

(2)信じる者は、悪霊を追い出し、病気を癒す
(3)癒し、平安と力が現れるようになる。

5)日本福音化
(1)神様が、全ての祝福を与えて下さったのは
日本福音化をするためである。

(2)日本に働くサタンの頭を踏み砕く。
(3)自分、職場、家庭に働くサタンの頭を踏み
砕くように。

(4)サタンの頭を踏み砕く教会を建てることが
神様の絶対目標である。

(5)日本国民がどれだけ早くキリストを信じる
ことができるかが鍵である。

(6)ダビデが受けた恵みが私にもあるように。

▲結論

・霊的な戦いをするために一日に一回は祈る。

・キリストが私の内におり、私がキリストの中

にいることに集中をする。

・サタンの国を踏み砕く者となるように。



現場地教会（2021 年 1 月 31 日～2021 年 2 月 6 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「ダビデの霊的戦い」（Ⅱサムエル 7:8-16）

【讃美】 494 我が魂、罪に迷えど

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1．私を滅びるしかないサタンの奴隷の運命から解放してくださり、
ダビデのようにサタンの頭を踏み砕いて神の国を立てる絶対目標を

下さったことを感謝します。

2．キリストと完全に一つになった連合を祈りで味わうとき、自分は
完全に消え、ただキリストだけが 100％現れ、神の似姿に変えられる
ことを信じます。

3．連合を味わう祈りによって、自分と現場に働くサタンの頭を踏み
砕き、霊的戦いをする教会を立て、絶対目標を成し遂げる絶対旅程を

歩む答えを受けるように。

お知らせ

1. 2/2(火)-4(木)10:00～ 世界大学修練会(RUTCtv ライブ放送)

※専門別特別講義は登録者を対象に Zoom にて開催されます。

2. 2/12(金)-13(土)10:00～ TCK 修練会

申込担当者：鶴見愛香牧師夫人

3. 2/13(土)10:15～ 世界青年リーダー修練会(RUTCtv ライブ放送)

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


